
【

婦

人

会

】
可
愛
い
。
も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
も
ポ
ピ
ー
畑
を
背
に

写
真
を
撮
り
ま
し
た
よ
。
広
い
畑
か
ら
切
り
採
っ

た
一
束
三
百
円
の
ポ
ピ
ー
や
、
農
家
直
売
の
野
菜

を
こ
こ
で
、
み
ん
な
沢
山
買
い
込
み
ま
し
た
。

さ
て
、
次
は
い
よ
い
よ
「
花
め
ぐ
り
」
第3

地
点
、

児
玉
の
長
泉
寺
の
骨
波
田
の
藤
で
す
。
藤
と
い
う

と
、
亀
戸
天
神
の
藤
の
経
験
し
か
な
い
者
に
と
っ

て
は
、
こ
こ
の
藤
は
驚
嘆
に
あ
た
い
し
ま
す
。300

年
の
樹
齢
と
い
う
紫
、
白
の
花
房
の
長
さ
、
藤
棚

の
豊
か
な
こ
と
。
中
で
も
「
ム
ラ
サ
キ
ナ
ガ
フ
ジ
」

は
六
百
五
十
年
の
樹
齢
で
あ
る
こ
と
が
日
本
植
物

保
護
推
進
会
の
調
査
で
確
認
さ
れ
て
い
る
と
い
い

ま
す
。
花
の
美
し
さ
を
愛
で
る
と
い
う
よ
り
、
花

の
周
囲
に
崇
高
な
空
気
が
漂
う
の
を
感
じ
ま
す
。

清
ら
か
な
気
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
も
、「
花
め
ぐ
り
」
の
バ
ス
は
な
お
走

り
ま
す
。
次
は
、
寄
居
町
・
連
光
寺
の
牡
丹
で

す
。
七
百
年
続
く
と
い
う
こ
の
お
寺
は
、「
仏
様
と

野
の
花
め
ぐ
り
」
を
特
色
と
し
て
い
ま
す
。
牡
丹
、

藤
、
芍
薬
、
さ
つ
き
な
ど
様
々
な
花
々
が
、
庭
に

所
狭
し
咲
き
競
っ
て
い
ま
し
た
。
色
と
り
ど
り
の

花
か
ら
垣
間
見
え
る
大
き
な
七
福
神
の
布
袋
尊
像

が
、
な
ん
と
も
違
和
感
を
覚
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

骨こ
っ
は
た

波
田
の
藤
の
清
ら
か
な
美
し
さ
に
打
た
れ
た
直

後
だ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
花
め
ぐ
り
」

は
こ
こ
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
新
緑
の
五
月
、
心
和
む
親
睦
の
旅
が
で
き

て
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。
役
員
の
皆
様
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

安
藤
美
智
子

第　一地区部長
第　二地区部長
第　三地区部長
第　四地区部長
第　五地区部長
第　六地区部長
第　七地区部長
第　八地区部長
第　九地区部長
第　十地区部長
第十一地区部長
第十二地区部長
第十三地区部長
第十四地区部長
第十五地区部長

大    木            茂
杉　　 和 子
小 杉 誠 一
笠 松 秀 臣
五     味　        健
大 橋 由 明
寺 本 邦 男
沖 山 泰 則
吉 田 良 子
雅    楽　正     宣
浅    賀             博
小 宮 善 雄
深 田　 和 宥
橋   爪   千 恵  子
五月女　    　 稔

役 職 名
会館管理部長
副 部 長
慶 弔 部 長
副 部 長

部 員

氏 名
石 田 輝 雄
荒 井 金 次
高 橋 邦 夫
沖 山 泰 則
五月女　    　 稔
並 木 行 雄
全 役 員

役 職 名
町 会 長
副 会 長

会 計

会 計 監 査

顧 問

常 任 相 談 役

相 談 役

氏 子 総 代
宮 総 代

民 生 委 員

婦 人 会 会 長
子 供 会 会 長

氏 名
細　川　勝　也 
高　橋　邦　夫 
沖　山　泰　則 
五月女　     稔 
並　木　行　雄 
荒　井　金　次 
五　味　　健  
深　田　和　宥 
駒　崎　健　一 
駒   崎  　　旭  
熊　谷　恵　二 
松　倉　喜　富 
多　賀　和　弘 
北　沢　辰　男 
多　賀　左知子 
細　川　勝　也 
多　賀　和　弘 
松　倉　喜　富 
高　橋　邦　夫 
沖　山　泰　則 
 
大　橋　祥　子 
駒　崎　慶　子

役 職 名
総 務 部 長
副 部 長

地域安全部長
 副 部 長

防火防災部長
 副 部 長

氏 名
奥　山　達　夫  
五月女　    　 稔 
櫻　井　清　泉
大 橋 由 明
高　野　  　  裕  
寺　本　邦　男  
深　田　和　宥  
大　橋　由　明  
峯　岸　壮　吉  
風　間　秀　夫

交 通 部 長
副 部 長

福利厚生部長
副 部 長

青少年育成部長
副 部 長
環境衛生部長
副 部 長
広 報 部 長
副 部 長

大 泉 宏 一
廣   畑             繁
小 杉 誠 一
井 上 次 男
大    木            茂
大 橋　 祥 子
沖 山 泰 則
並 木 行 雄
大 井 政 弘
小 杉 誠 一
五月女　    　 稔
奥　山　達　夫
山 本 勝 信
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細川町会長題字

押
上
仲
町
会
発
展
に
向
け
て

　　

町
会
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
お
元
気
で
す
か
。

今
年
は
後
述
の
様
な
重
要
な
事
業
計
画
が
重
な
る

た
め
、
変
則
で
す
が
一
年
間
だ
け
継
続
し
て
町
会

長
を
引
き
受
け
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
諸
般
の
事

情
を
踏
ま
え
て
ご
理
解
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

よ
う
や
く
押
上
一
丁
目
仲
町
会
の
事
業
計
画
が
決

ま
り
ま
し
た
。

毎
年
毎
年
、
今
年
は
ど
の
様
に
し
た
ら
町
会
が
良

い
方
向
に
進
む
か
、
幹
部
会
そ
し
て
部
長
会
や
役

員
会
で
論
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
決
定
ま
で

日
数
も
要
し
、
実
行
ま
で
更
に
時
間
が
・
・
・

こ
ん
な
中
で
役
員
の
方
々
が
一
生
懸
命
に
な
っ
て

い
る
姿
が
後
で
感
じ
る
ん
で
す
が
、
と
て
も
有
難

い
事
で
す
。
町
会
と
は
私
達
が
暮
ら
し
て
行
く
上

で
の
住
ま
い
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
て
「
既
に
決
定
し
た
今
年
度
の
事
業
計
画
」
は

次
の
通
り
で
す
。

一
、 

飛
木
稲
荷
神
社
造
営
計
画
（
来
年
度
迄
）

二
、 

押
上
一
丁
目
仲
町
会
創
立
五
十
周
年
記
念
行

事
の
開
催
（
十
月
三
十
日
に
開
催
決
定
）

三
、 隅
田
川
花
火
大
会　

警
備
当
番 

七
月
三
十
日

四
、 

北
部
連
合
町
会　

秋
季
合
同
防
災
訓
練 

 
 

十
月
十
六
日

五
、 飛
木
稲
荷
神
社
例
祭
九
月
十
六
、十
七
、十
八
日

六
、 

春
秋
の
交
通
安
全
週
間
行
事
の
実
施

七
、 

春
秋
の
地
域
安
全
週
間
行
事
の
実
施

八
、 

業
平
小
学
校
防
災
拠
点
会
議　

当
番
町
会

以
上
の
決
定
事
項
の
他
に
も
ま
だ
ま
だ
町
会
で
行

わ
れ
る
事
も
あ
り
ま
す
。

私
達
役
員
一
同
頑
張
り
少
し
で
も
良
い
明
る
い
町

会
に
と
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
町
会
の
皆
様
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

押
上
一
丁
目
仲
町
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
会
長　
　

細
川
勝
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

            

役
員
一
同

押
上
一
丁
目
仲
町
会
広
報
部

 

編
集
責
任
者　

五
月
女　

稔

第
二
十
五
号

平
成
十
七
年
七
月
十
日

 

五
月
八
日
、
仲
町
会
婦
人
会
恒
例
の
「
春
の
日

帰
り
旅
行
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
朝
七
時

二
十
分
、
参
加
者
二
十
三
名
は
い
ろ
は
ト
ラ
ベ
ル

観
光
の
バ
ス
で
ビ
デ
オ
ボ
ー
イ
前
を
出
発
。
心
も

と
な
い
天
候
で
は
あ
る
も
の
の
女
性
だ
け
の
「
秩

父
花
め
ぐ
り
」、
な
ん
と
も
気
分
が
華
や
ぎ
ま
す
。

バ
ス
は
首
都
高
か
ら
中
央
連
絡
自
動
車
道
、
そ
し

て
飯
能
を
抜
け
正
丸
峠
へ
と
走
り
ま
す
。
こ
の
間
、

早
く
も
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
始
ま
り
主
婦
気
分
と
は

お
さ
ら
ば
。
ビ
ン
ゴ
の
豪
華
景
品
を
手
に
し
、「
今

日
は
運
が
い
い
日
だ
！
」
な
ど
と
喜
び
騒
ぐ
人
も

い
て
、
賑
や
か
な
こ
と
こ
の
上
な
い
。

 

い
よ
い
よ
「
花
め
ぐ
り
」
最
初
の
目
的

地
、
秩
父
羊
山
公
園
に
着
き
ま
し
た
。
公
園
の

一
万
四
千
五
百
㎡
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
植
え

た
十
一
種
類
、
三
十
三
万
株
の
芝
桜
が
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
の
丘
を
造
っ
て
い
ま
す
。
春
の
新
緑
に
映

え
咲
き
誇
る
ピ
ン
ク
、
白
、
薄
紫
、
ブ
ル
ー
の
芝

桜
は
、
小
さ
な
花
の
形
も
様
々
で
す
。
も
ち
ろ
ん

芝
桜
を
バ
ッ
ク
に
全
員
で
写
真
撮
影
。
花
の
香
り

に
心
弾
ま
せ
少
女
の
よ
う
に
散
策
で
す
。
で
も
、

集
合
時
刻
、
公
園
出
口
付
近
で
売
っ
て
い
る
野
菜

や
こ
ん
に
ゃ
く
に
ど
う
し
て
も
目
が
留
ま
っ
て
し

ま
う
と
は
、
や
は
り
主
婦
。

 

バ
ス
は
、
次
の
目
的
地
、
長
瀞
・
宝
登
山
神
社

に
向
か
い
ま
し
た
。
神
社
の
参
拝
も
そ
こ
そ
こ
に
、

添
乗
員
さ
ん
の
案
内
で
「
栗
助
」
と
い
う
お
饅
頭

屋
さ
ん
に
寄
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
甘

い
お
饅
頭
の
試
食
を
次
か
ら
次
ぎ
と
ト
ラ
イ
し
て
、

お
茶
も
飲
ん
で
、
お
土
産
を
そ
れ
ぞ
れ
仕
入
れ
ま

し
た
。実
は
こ
の
後
、昼
食
な
の
で
す
。バ
ス
は“

西

武
な
が
と
ろ
ホ
テ
ル”

に
着
き
ま
し
た
。
和
食
の

さ
っ
ぱ
り
し
た
お
弁
当
で
ホ
ッ
ト
一
息
、
大
満
足
。

 

さ
て
、
い
よ
い
よ
「
花
め
ぐ
り
」
第
2
地
点
へ

出
発
で
す
。
美
里
の
二
十
三
万
株
の
ポ
ピ
ー
畑
へ

バ
ス
は
走
り
ま
す
。
美
里
は
、
ポ
ピ
ー
祭
一
色
。

県
内
各
地
か
ら
踊
り
の
団
体
が
集
合
し
、
そ
の
賑

や
か
な
こ
と
。
踊
り
手
の
大
部
分
が
女
性
で
、
し

か
も
よ
さ
こ
い
の
よ
う
な
踊
り
は
パ
ワ
ー
全
開
で

す
。
周
囲
の
花
畑
に
咲
き
乱
れ
る
可
憐
な
ポ
ピ
ー

の
花
々
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
、
な
ん
と
も
可
笑

し
く
、
素
朴
な
田
舎
の
雰
囲
気
が
長の

ど
か閑
に
映
り
ま

す
。
ポ
ピ
ー
畑
の
赤
や
黄
色
、
白
い
花
が
風
に
頼

り
な
げ
に
揺
れ
る
さ
ま
は
、
な
ん
と
も
い
え
な
く

春
の
日
帰
り
旅
行
「
秩
父
花
め
ぐ
り
の
旅
」

平
成
十
七
年
度

役
員
名
一
覧



【
し
ら
と
り
子
供
会
】

 

今
年
度
、
押
仲
子
供
会
会
長
を
努
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
駒
崎
で
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
町
会

の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
子
供
会
に
対
し

深
い
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
度
は
、
新
入
会

員
が
０
名
と
少
し
寂
し
く
、
中
学
生
が
四

名
、
小
学
生
が
十
一
名
、
十
一
世
帯
で
の

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
元
気
な
子
供
た
ち
に
は
か
わ
り
な
く
、

特
に
朝
の
登
校
班
で
は
、
に
ぎ
や
か
な
女

の
子
達
の
声
で
一
段
と
明
る
く
華
や
い
だ

雰
囲
気
と
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
人

数
は
、
少
な
い
な
が
ら
も
和
気
藹
々
と
子

供
た
ち
や
保
護
者
の
皆
様
と
楽
し
い
雰
囲

気
で
一
年
間
の
行
事
を
楽
し
み
、
過
ご
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
子
供
会
活
動
に
御
支
援
、
御
協
力

の
程
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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俳
句        

夏
の
句      

四
席  　

歌
子
【

編

集

後

記

】

今
日
の
予
定
は
阿
蘇
東
か
ら
ロ
ー
プ
ウ
エ

イ
で
中な
か
だ
け岳
火
口
へ
、
そ
し
て
高
森
へ
出

る
。
と
な
っ
て
い
る
が
宿
の
人
の
話
で
は

ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
の
始
発
は
九
時
三
十
分
か

ら
と
の
事
。
加
え
て
今
日
は
曇
天
、
予
定

を
変
更
し
て
タ
ク
シ
ー
で
宿
を
出
る
。
先

ず
仙
酔
峡
で
下
車
、
山
一
面
の
ミ
ヤ
マ

キ
リ
シ
マ
（
つ
つ
じ
）
が
真
っ
盛
り
、
ピ

ン
ク
色
が
美
し
い
。
山
の
右
手
に
ロ
ー
プ

ウ
エ
イ
の
阿
蘇
東
駅
が
み
え
る
。
日
本

で
活
火
山
に
登
る
初
め
て
出
来
た
ロ
ー
プ

ウ
エ
イ
の
由
。
仙
せ
ん
す
い
き
ょ
う

酔
峡
道
路
を
戻
り
阿

蘇
登
山
道
路
坊
中
線
を
走
る
。
道
路
の

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
牛
馬
優
先
の
立
札
が

建
て
ら
れ
て
あ
る
。
青
々
と
し
た
新
し
い

草
の
広
が
る
山
々
に
牛
が
放
牧
さ
れ
て
い

る
（
草く
さ
せ
ん
り

千
里
）。
五
月
か
ら
十
一
月
迄
牛

達
は
牧
草
を
食は

み
乍
ら
過
ご
す
訳
。
道
路

右
手
に
頂
上
が
一
寸
凹へ
こ

ん
だ
可
愛
い
山
、

健た
け
い
わ
た
っ
の
み
こ
と

磐
竜
命
が
積
上
げ
た
米
の
山
と
言
い

頂
上
の
く
ぼ
み
は
命
が
一
こ
と
す
く
い抄
貧
し
い
人
々

に
与
え
た
跡
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
由
で
米

塚
と
呼
ぶ
相
だ
。
霧
が
出
初
め
て
遠お
ち
こ
ち近
の

山
々
を
隠
す
。
草
千
里
を
過
ぎ
中
岳
火
口

に
着
く
。
霧
益
々
深
し
、
火
口
附
近
に
は

待た
い
ひ
ご
う

避
壕
が
幾
つ
も
造
ら
れ
て
あ
る
。
霧
に

見
え
隠
れ
し
乍
ら
修
学
旅
行
の
男
女
学

生
さ
ん
達
が
後
か
ら
後
か
ら
と
続
く
。
火

口
を
覗の
ぞ

い
て
も
霧
が
邪じ
ゃ
ま魔
し
て
何
も
見
え

ず
、
出
発
と
し
よ
う
。
登
山
道
路
吉
田
線

を
下
る
。
南
阿
蘇
鉄
道
（
立
野
〜
高
森
間

を
レ
ー
ル
バ
ス
で
運
行
〈
以
前
は
JR
〉
す

る
。）
無
人
の
中
松
駅
前
で
タ
ク
シ
ー
を

降
り
る
。
一
輛
で
可
愛
い
電
車
、
車
内
は

綺き
れ
い麗

。
終
点
高
森
迄
十
五
分
程
、
運
転
手

さ
ん
も
高
森
の
駅
員
さ
ん
も
皆
親
切
だ
っ

た
。
高
千
穂
方
面
行
き
の
バ
ス
停
下
鶴
迄

歩
く
事
十
分
。
バ
ス
が
来
る
迄
大
分
時
間

が
あ
る
。
少
し
早
い
が
腹
ご
し
ら
え
と
見

回
し
た
が
食
事
を
す
る
様
な
店
は
見
当
た

ら
な
い
、
た
っ
た
一
軒
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
ー
〈
ヤ
マ
ザ
キ
〉
が
あ
っ
た
。
ス

ト
ア
ー
の
奥
さ
ん
親
切
に
も
椅
子
を
勧
め

て
く
れ
、
更
に
は
お
茶
迄
出
し
て
下
さ
っ

た
全
く
有
難
い
。
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ

ン
や
稲
荷
ず
し
、
安
い
昼
食
だ
っ
た
。
高

千
穂
経
由
延
岡
行
き
の
急
行
バ
ス
が
到

着
。
下
鶴
バ
ス
停
で
の
乗
客
六
名
。
国
道

二
十
六
号
線
を
走
る
。
馬
見
原
附
近
か
ら

二
一
八
号
線
に
入
り
高
千
穂
到
着
十
二
時

四
十
八
分
。
下
車
し
た
所
が
タ
ク
シ
ー
乗

場
だ
っ
た
の
で
即
タ
ク
シ
ー
に
乗
る
。
若

い
が
頼
も
し
げ
な
運
転
手
さ
ん
、
コ
ー
ス

は
お
任
せ
と
し
て
名
勝
め
ぐ
り
へ
出
発
。

先
ず
大
岩
戸
神
社
へ
岩
戸
川
を
挟
ん
で
東

西
二
つ
の
社
が
あ
り
東
に
天
照
大
神
、
西

は
お
隠
れ
に
な
っ
た
天
岩
戸
が
御
神
体
。

社
前
に
並
ぶ
石
灯
籠
は
上
部
が
丸
く
な
っ

て
い
て
大
変
め
ず
ら
し
い
と
の
事
。
社
の

〆
縄
は
七
（
神
代
七
代
）
五
（
天
神
五

代
）
三
（
神
代
三
代
）
に
な
っ
て
い
る
と

の
説
明
だ
っ
た
。
岩
戸
川
沿
い
に
十
分
程

歩
き
八や
お
よ
ろ
づ

百
萬
の
神
々
が
会
議
を
開
か
れ
た

と
言
う
天あ
ま
や
す
が
は
ら

安
河
原
と
神
々
を
祀
る
仰ぎ
ょ
う
ぼ
く
つ

慕
窟

を
見
学
す
る
。
次
い
で
雲
海
橋
で
下
車
し

橋
を
渡
っ
て
み
る
。
岩
戸
川
に
架
か
る
長

さ
一
九
九
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
一
○
○
メ
ー

ト
ル
で
眼
下
の
眺
望
正
に
絶
景
。
次
い
で

瓊に
に
ぎ
の
み
こ
と

瓊
杵
尊
以
下
十
八
柱
の
神
々
を
祀
る
高

千
穂
神
社
に
詣
で
る
。
続
い
て
峡
谷
美
が

す
ば
ら
し
い
と
言
う
高
千
穂
峡
へ
、
神
橋

か
ら
御
橋
迄
の
遊
歩
道
を
歩
く
。
真ま

な

い
名
井

の
瀧
附
近
は
藍
を
た
た
え
た
淵ふ
ち

が
続
い
て

神
代
の
ム
ー
ド
。
先
ま
わ
り
し
て
待
っ

て
い
た
タ
ク
シ
ー
で
国
見
ヶ
丘
へ
、
生
憎

雨
が
落
ち
て
き
た
、
一
頻
り
つ
よ
く
な

る
。
こ
の
丘
は
標
高
五
一
三
メ
ー
ト
ル
。

此
の
地
は
天
下
っ
た
神
々
が
国
見
を
さ
れ

た
神
話
に
由
来
す
る
と
、
丘
の
上
に
神
々

の
大
き
な
石
像
が
建
っ
て
い
る
。
雨
止
ま

ず
、
一
応
の
見
学
は
出
来
た
の
で
今
夜
の

宿
へ
送
っ
て
も
ら
う
。
タ
ク
シ
ー
代
精
算

の
時
「
端
数
は
い
い
で
す
よ
」
と
運
転
手

さ
ん
。
良
い
人
も
い
る
も
ん
だ
ね
ー　

結

局
プ
ラ
ス
し
て
支
払
っ
た
の
は
当
然
。
案

内
さ
れ
た
の
は
二
F
の
二
○
七
号
室
、
夕

食
の
時
カ
ツ
ポ
酒
（
こ
の
地
に
の
こ
っ
て

い
る
、
全
国
で
も
め
ず
ら
し
い
風
習
と
言

わ
れ
て
い
て
、
青
竹
の
筒
に
酒
を
入
れ
焚

火
で
燗
を
す
る
。
竹
の
油
が
酒
に
調
和
し

て
独
得
の
風
味
を
漂
わ
せ
る
。）
正
直
う

ま
い
。
扠
て
、
高
千
穂
神
社
で
は
境
内
に

あ
る
神か
ぐ
ら楽
保
存
館
で
、
毎
晩
岩
戸
神
楽

三
十
三
番
中
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
四
番
が
催
さ

れ
て
い
る
由
、
私
達
も
小
雨
の
中
保
存
館

へ
出
か
け
る
。
此
の
夜や
か
ぐ
ら

神
楽
は
見
物
に
出

か
け
て
誠
に
良
か
っ
た
。
入
場
し
た
時
は

十
数
人
だ
っ
た
の
に
、
終
わ
る
頃
に
は
な

ん
と
館
内
一
杯
の
観
客
だ
っ
た
。
終
演
後
、

高
千
穂
神
社
の
謂い
わ

れ
あ
る
語ご
へ
い弊
を
求
め
て

宿
へ
帰
る
。
一
風
呂
浴
び
て
寝や
す

む
事
に
し

た
。
宿
の
建
物
が
道
路
に
近
い
精
か
、
少

し
車
の
音
が
耳
障
り
だ
っ
た
。
翌
日
は
高

千
穂
（
高
千
穂
鉄
道
）
か
ら
JR
延の
べ
お
か岡
へ
出
、

日
豊
本
線
で
杵き
ず
き築
へ
。
そ
し
て
国く
に
さ
き東
半
島

観
光
の
予
定
。

【
高
千
穂
峡
と
夜
神
楽
】

石
田
輝
雄

梅
雨
続
く　

小
学
生
の　

傘
の
波

売
り
出
し
の　

旗
の
は
た
め
き　

た
も
と
ず
る

思
ひ
で
の　

そ
れ
ぞ
れ
の
顔　

墓
洗
う

梅
雨
晴
れ
や　

無
風
の
ま
ま
に　

終
わ
り
け
り

　

愛
知
の
万
博
が
一
千
万
人
を
越
え
る
入
場

者
に
な
っ
た
。
東
京
都
民
が
全
員
観
に
行
っ

た
事
に
な
る
。
夏
休
み
前
に
達
成
し
た
の
で
、

こ
の
後
の
数
字
の
伸
び
は
凄
い
だ
ろ
う
。
世

の
中
に
は
金
と
ヒ
マ
を
使
い
た
い
人
達
が
大

勢
い
る
ら
し
い
。
改
め
て
一
億
二
千
万
の
人

口
は
そ
れ
だ
け
で
大
き
な
消
費
の
パ
ワ
ー
を

持
っ
て
い
る
と
感
心
す
る
。
墨
田
区
に
は
人

が
集
ま
る
快
適
な
空
間
が
少
な
い
が
、
北
十

間
川
の
護
岸
工
事
も
少
し
ず
つ
進
み
、
姿
を

変
え
つ
つ
あ
る
。
線
か
ら
面
に
地
域
の
変
化

が
広
が
り
始
め
る
と
、
激
変
す
る
可
能
性
が

大
き
い
の
は
こ
の
地
域
だ
ろ
う
。
万
博
は
期

間
限
定
だ
が
、
長
期
に
亘
っ
て
活
性
化
す
る

計
画
が
あ
れ
ば
、
墨
田
区
は
元
気
を
取
り
戻

す
街
に
な
る
。

【

Ｏ

Ｓ

Ｔ

】

 

ま
だ
入
梅
中
だ
と
い
う
の
に
真
夏
の
様

な
毎
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
ご
機
嫌
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
五
月
二
十
二
日
は
九
時

か
ら
町
会
、
Ｏ
Ｓ
Ｔ
合
同
の
ク
リ
ー
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
商
店
街
の

タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
が
大
変
多
い
の
が
目

立
ち
ま
し
た
。
十
二
時
三
十
分
か
ら
Ｏ
Ｓ

Ｔ
の
総
会
、
ニ
時
か
ら
お
誕
生
日
会
を
行

い
ま
し
た
。
六
月
十
七
日
は
五
地
区
演
芸

大
会
が
曳
舟
文
化
セ
ン
タ
ー
で
催
さ
れ
ま

し
た
。
Ｏ
Ｓ
Ｔ
の
参
加
者
九
名
は
“
東
京

ラ
プ
ソ
デ
ー
”
、
“
い
つ
で
も
夢
を
”
の

二
曲
を
若
々
し
く
参
加
致
し
ま
し
た
。
ま

だ
入
梅
中
天
候
不
順
の
折
か
ら
お
体
充
分

お
大
事
に
お
す
ご
し
下
さ
い
ま
せ
。

す
み
だ
タ
ワ
ー
の
実
現
間
近


